
清
水

登
志
子

（
日

本
共

産
党

）

子
ど
も
達
が
毎
日
を
過

ご
す
学
校
の
耐
震
補
強

工
事
の
先
送
り
は
許
さ

れ
な
い
、
最
優
先
で
進

め
よ

問
今
年
度
予
定
さ
れ
て
い

た
体
育
館
耐
震
補
強
工
事
が

先
送
り
さ
れ
た
理
由
と
今
後

の
対
応
を
問
う
。

答
（
教
育
部
長
）
市
財
政

が
厳
し
い
中
、
新
校
舎
改
築

事
業
も
継
続
し
て
お
り
、
実

施
が
困
難
に
な
り
ま
し
た
。

国
の
補
助
率
が
上
が
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
短
期
間
に
耐
震

補
強
工
事
を
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

命
を
差
別
す
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
は
廃
止

し
か
な
い
―
市
民
の
命

を
守
る
自
治
体
と
し
て

声
を
あ
げ
よ

問
保
険
料
が
払
え
な
い
方

々
を
ど
う
救
済
し
て
い
く
の

か
。
答
（
市
民
部
長
）
個
々
の

事
情
を
把
握
し
た
上
で
福
祉

担
当
と
も
連
携
し
、
必
要
な

医
療
は
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

峯
岸

弘
行

（
公

明
党

）

地
球
温
暖
化
対
策
を
再

び
問
う

問
屋
上
緑
化
事
業
の
現
状

と
見
通
し
は
。

答
（
環
境
共
生
部
参
事
）

平
山
小
学
校
で
施
工
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
第
一
中
学
校

で
予
定
し
て
い
ま
す
。

３
Ｒ
で
更
な
る
ご
み
減

量
対
策
を

問
携
帯
電
話
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
つ
い
て
問
う
。

答
（
環
境
共
生
部
長
）
回

収
率
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な

施
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

有
害
サ
イ
ト
か
ら
子
ど

も
た
ち
を
守
ろ
う

問
学
校
裏
サ
イ
ト
対
策
に

つ
い
て
問
う
。

答
（
教
育
部
参
事
）
教
職

員
研
修
で
実
施
し
ま
し
た
。

地
域
の
諸
問
題

問
七
生
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
使
用
で

き
な
い
か
。

答
（
健
康
福
祉
部
長
）
現

状
で
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

窪
田

知
子

（
公

明
党

）

女
性
の
生
涯
に
わ
た
る

健
康
支
援
の
た
め
に

「
女
性
健
康
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
を
！

問
設
置
が
必
要
な
時
期
に

き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
（
健
康
福
祉
部
参
事
）

調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

出
産
・
子
育
て
支
援
の

更
な
る
拡
充
を
！

問
１
妊
婦
歯
科
検
診
の
全

対
象
者
受
診
は
で
き
な
い
か
。

答
１
（
健
康
福
祉
部
参
事
）

母
子
健
康
手
帳
を
渡
す
際
に
、

歯
周
病
予
防
の
お
知
ら
せ
と

検
診
勧
奨
を
し
て
い
き
ま
す
。

問
２
保
育
マ
マ
と
保
育
園

の
連
携
が
と
れ
な
い
か
。

答
２
（
子
ど
も
部
長
）
現

在
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
！

問
日
野
市
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
推
進
条
例
策
定
の

進
捗
状
況
を
問
う
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

12月
議
会
に
上
程
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

中
野

昭
人

（
日

本
共

産
党

）

「
新
こ
ど
も
人
口
推
計
」

で
打
ち
出
さ
れ
た
対
応

策
は
、『
ま
っ
た
な
し
』

の
子
育
て
、
教
育
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
も
の
に
な

っ
て
い
る
か

問
１
学
校
施
設
整
備
を
検

討
す
る
に
あ
た
り
、
特
別
支

援
教
育
や
学
童
ク
ラ
ブ
の
今

後
の
見
通
し
を
検
討
し
た
か
。

答
１
（
教
育
部
長
）
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
「
新
こ

ど
も
人
口
推
計
」
に
よ
る
特

別
支
援
教
育
の
教
室
の
確
保

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
も
子

ど
も
部
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
２
子
ど
も
の
人
口
増
加

に
対
し
て
学
校
新
設
に
つ
い

て
検
討
す
べ
き
事
態
で
は
な

い
か
。

答
２
（
企
画
部
長
）
学
校

を
新
設
す
る
こ
と
は
市
と
し

て
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

子
ど
も
の
人
口
が
増
加
す
る

学
区
に
つ
い
て
は
学
区
域
の

見
直
し
、
増
築
、
学
校
選
択

制
の
運
用
の
変
更
な
ど
に
よ

り
対
応
し
ま
す
。

渡
辺

眞
（

自
民

ク
ラ

ブ
）

今
の
危
機
管
理
体
制
で

市
民
を
守
れ
る
か

問
１
大
災
害
時
の
対
応
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
る
か
。

答
１
（
総
務
部
長
）
各
種

訓
練
の
実
施
、
災
害
協
定
等

の
整
備
締
結
を
進
め
ま
す
。

問
２
国
民
保
護
計
画
の
理

解
を
広
め
る
取
り
組
み
は
。

答
２
（
総
務
部
長
）

広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
啓
発
を

充
実
さ
せ
、
講
演
会
等
の
開

催
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
す
。

問
３

避
難
実
施
要
領
等
に

つ
い
て
。

答
３
（
総
務
部
長
）

都
と

連
携
し
作
成
に
向
け
準
備
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

日
野
市
子
供
条
例
の
健

全
性
、
こ
れ
か
ら
も

「
権
利
の
暴
走
」
に
警

戒
を

問
上
程
さ
れ
た
子
供
条
例

に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

答
（
子
ど
も
部
長
）

虐
待

や
い
じ
め
な
ど
に
苦
し
む
子

ど
も
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
条
例
を
制
定

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
原

茂
（

公
明

党
）

子
ど
も
の
幸
福
を
目
指

し
て
―
教
育
の
課
題
―

問
策
定
中
の
学
校
教
育
基

本
構
想
で
ど
の
よ
う
な
議
論

が
な
さ
れ
た
の
か
。

答
（
教
育
部
長
）

幼
小
連

携
、
小
中
一
貫
校
、
中
高
一

貫
校
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
て
い
ま
す
。
学
校
教
育

基
本
構
想
は
、
生
き
る
力
を

育
む
、
地
域
に
根
ざ
し
た
特

色
あ
る
学
校
、
時
代
と
と
も

に
歩
む
ひ
の
っ
子
教
育
な
ど

の
基
本
的
な
考
え
方
と
、
確

か
な
学
力
の
向
上
、
豊
か
な

心
の
育
成
、
健
や
か
な
体
の

育
成
な
ど
の
基
本
施
策
等
の

二
部
構
成
に
し
て
い
く
予
定

で
す
。

多
重
債
務
問
題
に
つ
い

て

問
相
談
回
数
を
増
や
せ
な

い
か
。

答
（
企
画
部
長
）
今
後
の

法
律
相
談
の
時
間
の
増
大
に

つ
い
て
、
実
施
日
や
時
間
帯

な
ど
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

中
谷

好
幸

（
日

本
共

産
党

）

市
民
の
森
ふ
れ
あ
い
ホ

―
ル
と
は
何
か
？

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
で

は
健
康
事
業
を
展
開
す
る
施

設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
が
、
体
育
館
と
し
て
の

機
能
や
健
康
増
進
機
能
は
確

保
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
（
教
育
部
参
事
）

基
本

設
計
に
す
べ
て
い
か
さ
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

病
院
の
存
立
お
び
や
か

す
お
産
の
受
け
入
れ
停

止
―
市
民
の
市
立
病
院

を
守
ろ
う
！
―

問
１

産
婦
人
科
医
の
勤
務

の
実
態
は
ど
う
か
。

答
１
（
病
院
事
務
長
）
変

則
拘
束
が
長
い
状
況
に
あ
り
、

医
師
の
確
保
や
勤
務
環
境
の

整
備
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

問
２

総
務
省
の
公
立
病
院

改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
対
す

る
市
の
対
応
は
。

答
２
（
病
院
事
務
長
）
病

院
を
継
続
し
て
い
け
る
よ
う
、

国
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
公

立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
策
定
に

向
け
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

西
野

正
人

（
自

民
ク

ラ
ブ

）

藝
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
つ
い
て
問
う

問
１

藝
術
家
育
成
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う
。

答
１
（
企
画
部
長
）
「
藝

術
文
化
の
薫
る
ま
ち
日
野
」

基
本
計
画
策
定
懇
談
会
の
立

ち
上
げ
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

問
２

桑
ハ
ウ
ス
保
存
の
位

置
づ
け
を
問
う
。

答
２
（
企
画
部
長
）

地
域

文
化
の
継
承
や
芸
術
の
発
展

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

検
証
！
「
地
球
温
暖
化

防
止
」
～
市
の
基
本
的

な
考
え
に
つ
い
て
問
う

答
（
環
境
共
生
部
参
事
）

市
民
に
待
っ
た
な
し
の
Ｃ
Ｏ

２

削
減
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
、

継
続
的
地
道
な
活
動
で
削
減

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

諸
般
の
そ
の
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
問
う

問
道
の
駅
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

答
（
環
境
共
生
部
長
）

北
川
原
公
園
の
整
備
に
合
わ
せ
、

検
討
し
て
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
採
択

◎
日
野
消
防
署
豊
田
出
張
所

に
救
急
車
配
備
を
求
め
る
請

願◎
ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー
の
停
留

所
（
モ
ノ
レ
ー
ル
高
幡
）
に

ベ
ン
チ
の
設
置
を
求
め
る
請

願

◎
「
オ
ス
ロ
・
プ
ロ
セ
ス
」

国
際
会
議
の
ク
ラ
ス
タ
ー
爆

弾
禁
止
条
約
案
採
択
を
支
持

し
、
日
本
政
府
に
外
交
に
よ

る
平
和
的
役
割
を
求
め
る
陳

情▼
不
採
択

◎
日
野
台
の
生
活
道
路
の
安

全
対
策
と
振
動
対
策
を
求
め

る
請
願

◎
「
日
野
市
子
ど
も
条
例
」

の
修
正
を
求
め
る
陳
情

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
を
求
め
る
陳
情

◎
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
を
求
め
る
陳
情

▼
継
続

◎
日
野
市
の
子
育
て
計
画
に

保
護
者
・
市
民
の
声
を
反
映

さ
せ
る
よ
う
求
め
る
陳
情

◎
た
ま
だ
い
ら
保
育
園
民
営

化
に
関
す
る
陳
情

◎
仮
称
た
か
は
た
学
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
の
陳
情

◎
平
成

20年
度
に
移
設
さ
れ

る
南
平
小
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ

い
て
、
２
ク
ラ
ス
制
構
造
と

し
、
よ
り
充
実
し
た
育
成
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と
を

求
め
る
陳
情

◎
安
心
し
て
お
産
が
で
き
る

市
立
病
院
を
願
う
請
願

▼
取
り
下
げ

◎
宅
地
造
成
事
業
に
対
す
る

近
隣
住
民
の
不
安
に
つ
い
て

の
陳
情

◎
宅
地
造
成
事
業
計
画
に
対

す
る
陳
情
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意意意 見見見 書書書 ・・・ 決決決 議議議

今
定
例
会
で
可
決
し
た
意
見
書
・
決
議
の
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
多
摩
地
域
の
｢裁

判
所
支
部
の
本
庁
化
｣及
び
｢裁

判
所
八
王
子
支
部
の
存
置
｣を

求
め
る
意
見
書

次
の
事
項
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。
①
多
摩
地
域

に
、
地
方
裁
判
所
お
よ
び
家
庭
裁
判
所
本
庁
を
早
期

に
設
置
す
る
こ
と
。
②
裁
判
所
八
王
子
支
部
を
残
置

す
る
こ
と
。

【
意
見
書
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

法
務
大
臣
、
最
高
裁
判
所
長
官
、
衆
議
院
議
長
、
参

議
院
議
長

▼
取
調
べ
の
可
視
化
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

「
取
調
べ
の
可
視
化
」
は
、
自
白
の
任
意
性
、
信

用
性
を
、
迅
速
、
的
確
に
判
断
す
る
た
め
不
可
欠
で

あ
り
、
冤
罪
事
件
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

裁
判
員
制
度
開
始
ま
で
に
、「

取
調
べ
の
可
視
化
」

を
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

【
意
見
書
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、
法
務
大
臣
、

国
家
公
安
委
員
長
、
警
察
庁
長
官
、
警
視
総
監
、
衆

議
院
議
長

▼
携
帯
電
話
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

左
記
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
求
め
ま
す
。

①
携
帯
電
話
の
回
収
促
進
の
た
め
に
必
要
な
法
整

備
を
行
う
こ
と
。
②
携
帯
電
話
回
収
促
進
に
つ
な
が

る
企
業
・
団
体
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
施
策
を
行

う
こ
と
。
③
取
扱
説
明
書
の
簡
略
化
等
に
よ
る
省
資

源
化
を
実
現
す
る
こ
と
。
④
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
の
高

度
な
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
開
発
に
加
え
、
循
環
利
用

の
た
め
の
社
会
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
。

⑤
東
京
都
は
区
市
町
村
、
業
界
団
体
と
連
携
を
取
り
、

携
帯
電
話
の
回
収
を
促
進
し
て
い
く
こ
と
。

【
意
見
書
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

経
済
産
業
大
臣
、
環
境
大
臣
、
東
京
都
知
事

▼
政
府
に
福
祉
施
設
の
深
刻
な
人
材
不
足
を
解
決
す

る
よ
う
求
め
る
意
見
書

高
齢
者
や
障
害
者
の
介
護
・
福
祉
施
設
は
、
深
刻

な
人
材
不
足
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
も
た
ら
す
福
祉
施
設
の
人
材
不
足
や
事
業

所
の
経
営
危
機
に
対
し
、
国
が
直
接
責
任
を
も
っ
て
、

報
酬
の
引
き
上
げ
な
ど
労
働
条
件
の
改
善
に
実
効
あ

る
措
置
を
早
急
に
講
じ
る
よ
う
求
め
ま
す
。

【
意
見
書
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働
大

臣▼
学
校
施
設
の
耐
震
工
事
の
推
進
に
つ
い
て
の
決
議

中
国
四
川
省
で
の
大
震
災
で
は
、
学
校
で
被
災
し

た
多
く
の
子
供
達
が
未
耐
震
構
造
の
校
舎
に
よ
り
犠

牲
に
な
り
ま
し
た
。
地
震
大
国
日
本
に
と
っ
て
も
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
で
は
、
公
立
小
中
学
校
の
耐
震
化
問
題
で
補
助

率
の
引
き
上
げ
、
交
付
税
措
置
の
拡
充
、
耐
震
診
断

の
実
施
、
結
果
の
公
表
を
義
務
化
す
る
等
の
緊
急
措

置
を
考
え
て
い
ま
す
。

当
市
に
お
い
て
も
、
子
供
達
が
主
に
使
用
す
る
校

舎
等
の
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
よ
り
一
層
、
積
極
的

に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
要
望
し
ま
す
。

▼
「
オ
ス
ロ
・
プ
ロ
セ
ス
」
国
際
会
議
の
ク
ラ
ス
タ

ー
爆
弾
禁
止
条
約
案
採
択
を
支
持
し
、
日
本
政
府
に

外
交
に
よ
る
平
和
的
役
割
を
求
め
る
決
議

ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
の
禁
止
・
全
廃
を
目
指
し
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
で
開
か
れ
て
い
た
軍
縮
交

渉
「
オ
ス
ロ
・
プ
ロ
セ
ス
」
会
議
で
、
２
０
０
８
年

５
月

30日
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
を
事
実
上
即
時
全
面

禁
止
に
す
る
条
約
案
が
参
加
国

110カ
国
の
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
日
本
政
府
が
、「

オ
ス
ロ
・
プ
ロ
セ
ス
」

会
議
に
参
加
し
て
い
な
い
米
国
・
ロ
シ
ア
・
中
国
・

イ
ン
ド
・
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
の
各
国
に
対
し
、
こ
の

条
約
に
参
加
す
る
よ
う
強
く
働
き
か
け
る
こ
と
を
望

み
、
日
本
政
府
に
外
交
に
よ
る
平
和
的
役
割
を
担
う

よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

（注１）フードマイレージ…

イギリスの消費者運動家ティ

ム・ラング氏が提唱している

概念で食料の重量に輸送距離

を乗じて表し、この数値が大

きいほど環境への負荷が大き

くなるという考え方。

（注２）CSR・ISO26000…CSR（コーポレート・ソーシ

ャル・レスポンスビリティ）とは企業活動が利益の追求

のみならず、社会に与える影響に責任を持ち、利害関係

者へ適切な意思決定をした旨の説明責任を果たすこと。

ISO26000は企業に限らず、あらゆる組織の社会的責任に

関する規格として国際標準化機構が策定を進めている国

際規格。第三者認証を目的としないガイダンス文書とす

ることが特徴となっている。

（（注注））用用語語解解説説
請請請
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